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12月の行事予定

11日都知事表敬訪問

18日 7協理事会

31日休市

12月組合の異動

12月1日組合員総数260社

12日東水工 事業停止

12月末日組合員総数259社予定

【さかなの動き】冷凍アカウオ 米国産輸入量が

半減 １~１０月 中国に再び買い負け12月11日みなと新聞）

うおいちの１２月の商品情報をホーム

ページに掲載しています。【東京魚市場買

参協同組合】で検索して下さい。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

食料は酒類、飲料などが全体を押し下げて、５か

月連続の実質減。魚介類は再び実質減に逆戻りし

た。魚介類の支出金額は５８８６円で実質４・

８％減（名目０・２％減）となった。名目もマイ

ナスとなるのは、２月（２・２％減）以来。ハマ

チ含むブリ、ホタテ、カツオなどの低迷が響いた

形となった。内訳は生鮮魚介類が３２１１円で実

質３・６％減、名目０・８％増、塩干魚介類が１

０６５円で実質８・１％減、名目１・０％減、魚

肉ねり製品が実質３・０％減、名目１・５％増、

他の魚介加工品が実質６・１％減、名目３・８％

減となった。生鮮魚介類と魚肉ねり製品は名目で

のプラスを辛うじて継続した。生鮮魚介類のうち

支出金額が５０円以上で、名目増減（以下のカッ

コ内はいずれも名目増減）で減少幅が大きかった

のは、ハマチ含むブリ（１５・７％減）、カツオ

（１４・７％減）、刺身盛り合わせ（６・９％

減）だった。５０円未満は、ホタテ（４３・３％

減）、カニ（２８・０％減）の落ち込みが目立っ

た。一方、支出金額が５０円以上ある中で増加が

大きかったのは、サンマ（２３・５％増）、アジ

（７・８％増）、サケ（６・２％増）、イカ

（５・２％増）だった。

干アジ・シラス干減 塩干魚介類の名目の増減は

干アジ（１５・６％減）、シラス干（１２・３％

減）が苦戦。塩サケ（１３・２％増）は伸びた。

魚肉ねり製品は揚げカマボコが健闘している。他

の魚介加工品は軒並み名目減だった。

冷凍輸入アカウオは今年、主力の米国産が中国需

要で高騰し、買い負けた。１～１０月の貿易統計

によると、前年同期比３３％減の８４８８トン、

うち米国産５３％減の３８８１トンと落ち込んだ。

輸入総量は２０１２～１８年に２万３０００～３

万１０００トンで推移し、１９年は２万トン弱に

急落。魚価高による需要減が指摘された。２０～

２１年はコロナ禍で値下がり（２１年平均キロ２

７２円）し、２万トン水準へ回復した。２２年以

降は安値の揺り戻し、操業コスト高、円安などに

より値上がりと減少が始まった。さらに２５年は

１０月末現在、同４８８円、米国産４２２円と

なっている。中国の買いは２３年に下火だったが、

２４年に例年並みとなり、２５年は急上昇した。

世界的に加工向けの多獲性魚種が値上がる中、加

工場の遊休化を嫌った同国内の購買意欲が高まっ

た。米国産の日本への輸入量は近年、年１万トン

前後。２５年の漁獲枠は昨年から減っていないが、

「肌感では輸入が半減してもおかしくない」（商

社筋）。実際、１０月末時点では前年同期の半減

以下で品薄感が強まる。米国アラスカ産ドレス４

００／５００グラムサイズ内販キロ単価は８月ま

で４３０円程度で３年ほど横ばいだったが、以降

は５００～４９０円ほどに上がった。

家計支出調査１０月 魚介類は実質減に逆戻り

ブリ、ホタテ、カツオ不振 12月12日水経新聞）

総務省は５日、家計支出（家計調査報告、２人

以上の世帯）の２０２５年１０月分を発表した。

消費支出全体は実質（消費者物価指数で補正して

比較）前年比３・０％減と６か月ぶりの減少だっ

た。交通・通信、住居などが１割近く減ったのが

響いた。

クロマグロ入荷量最多

豊洲１１月国内生鮮大物 12月11日みなと新聞）

時事通信社が集計した東京・豊洲市場１１月の生鮮大

物売り場、国内物の入荷本数は２７３９本と前年同月

比で６・２％増加した。クロマグロの天然物が増えた

が、メバチと養殖マグロは前年を下回った。
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（次ページ左欄上に続きます）

クロマグロ全体の入荷本数は前年同月比２０・

６％増の２３２２本。１１月としては異例の２０

００本超えで、記録が残る過去３０年間で最多

だった。このうち、天然物は２１９５本と２７・

８％の増加だった。延縄、釣物を主体とする青森

産が急増したことが主な要因で、大間や小泊、三

厩などを主体に、同産は７７１本（前年同月３３

４本）と大幅に増加した。上旬まで、北海道の厚

岸や広尾に水揚げしていた延縄船が「中旬以降に

水揚げ地を青森・八戸港にシフトした」（卸会

社）ことなども増加要因となった。北海道産も、

噴火湾の定置網物を主体に厚岸、戸井、広尾、松

前産の延縄物、吉岡の釣物などの水揚げが好調

だったため、４３６本（同２５０本）と約１・７

倍に増加。一方、塩釜などの宮城産は１２４本

（同１４５本）と減少。ロインやブロックなど、

現地で加工された生鮮品の増加なども影響してい

るという。この他の産地は、千葉・銚子産が３５

本（同１本）、秋田産が３１本（同３本）、岩手

産が１０本（同１０本）あった。以上、延縄、釣、

定置物の合計は１４２２本（同７８９本）で、８

０・２％増えた。巻網物は、主産地だった塩釜産

の水揚げ減少を受けて、７７３本（同９２１本）

と１６・１％減少した。内訳は塩釜産が７６５本

（同９２１本）の他、イワシと混獲された銚子産

が２００キロ前後の特大サイズ主体に８本（同な

し）あった。サイズ別のセリ値（発表値の平均）

は、巻網物以外の大型（１００キロ以上）がキロ

６０６１円で１６・３％安、中型（１００キロ未

満４０キロ以上）が同４２１６円で１４・５％安、

小型（４０キロ未満）は２７０２円と２２・４％

安だった。小型は青森、北海道産の潤沢入荷から

全体では下げたが、身質評価の高かった厚岸産な

どには５０００円以上が付くケースもあった。月

間の最高値は１５日入荷の八戸産延縄物（１６

３・８キロ）で、１万５５００円だった。巻網物

は、大型が３１５２円と５・７％高、中型が２９

５４円と１・２％高、小型は２６００円（前年な

し）だった。

塩釜産は操業海域が三陸沖より水温の低い道東海

域で、「脂のりが良好」（仲卸）と高評価だった

ため、豊富な延縄物との競合場面でも値下がりす

るケースは少なかった。養殖クロマグロのセリ場

売りは１２７本（前年同月２０９本）と３９・

２％減少した。産地別の内訳は、主力の長崎産が

８８本（同１２８本）、高知産が４本（同３４

本）と定番産地が軒並み前年を下回った。一方、

奄美を除く鹿児島産は２３本（同８本）、三重産

が９本（同８本）と増加した。この他、前年は１

０本あった京都・伊根産のセリ場売りはなかった。

セリ値は発表されなかったが、実勢取引価格は７

０キロ以上がキロ３６００～３４００円、５０キ

ロ以上が３４００～３３００円、４０キロ以下は

３１００円前後のもよう。

メバチ４割減、主産地が不振 メバチ全体の入荷

本数は３４７本（同５８８本）と４１％減少。銚

子産が１５４本（同３１９本）、塩釜産が６２本

（同１６１本）、千葉・房州勝浦産が３２本（同

６８本）と、延縄船の主力産地が軒並み大幅減と

なった。この他、小笠原産が３７本（同、３１

本）、和歌山・那智勝浦産が３８本（同３本）と、

他産地もまとまらなかった。減少を受けて、発表

されたセリ値の平均はキロ２３８６円と１７・

９％高だった。キハダ全体の入荷本数は７０本

（同６５本）とほぼ前年並み。主力は茨城・波崎

産で２８本（同２４本）。この他、那智勝浦産が

１１本（同２本）、八丈島産が７本（同なし）、

神津島産が６本（同１８本）、千葉・館山産が４

本（同なし）、三宅島産が３本（同）あった。巻

網物は、銚子産が７本（同）入荷した。発表され

たセリ値の平均は、巻網物がキロ１４２５円と高

評価だった他、巻網以外も１４２１円と３・５％

高だった。（時事）

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

マグロ情報豊洲１１月 冷メバチ半年で2割高

原魚不足で上場絞られ 12月15日水経新聞）

豊洲市場における１１月の冷凍大バチ（４０キロ

上）上場本数は、１万本を大きく割り込み９１５

０本となった。



2025年12月22日 　　　　　　　　BAISAN通信　　　東京魚市場買参協同組合　　　　　　　　NO.3

し）だった。
（次ページ左欄上に続きます）

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

０本となった。

営業日数が同じ昨年同月の１万４４７９本から３

７％もの大幅減少だ。世界的に遠洋マグロはえ縄

船の稼働隻数が縮小し、生産量が減る中で、年末

商戦も含めこの先を見越した原魚の確保が熱を帯

びており、消費地市場での上場本数は一気に絞ら

れた。（グラフ参照）冷バチ西経・太平洋銘柄の

公表値キロ当たり中値は１２０９円（前年比１

５％高）だった。５月の１００７円からわずか半

年で２割（２０２円）もの上昇だ。昨年の今頃は、

満庫の冷蔵庫に養殖クロマグロフィレーの新物を

入れる庫腹を確保するため、量販店では価格を抑

えた特売品をラインアップ。十分な露出があった

環境から一転、相場が上がるにつれてチラシの登

場機会も減っている。少しでも安い刺身用の冷凍

赤身が求められているのだが、公表値中値は冷キ

ハダ１０９２円（４３％高）、冷中バチ１０２５

円（４０％高）まで上昇しており、開拓され尽く

した感がある。大バチのスソ物も底上げが顕著に

なってきた。東沖のカツオが不漁だったことも、

赤身相場を上げる要因になっている。円安が止ま

らず、国際的に減船あるいはその計画が進む中、

赤身商材の消費は幸いにもまだ日本が主戦場だ。

ただ今後、遠洋マグロはえ縄船の生産物が増える

要素は極めて少ない。だからこそ、生産コストを

反映した販売展開が不可欠になる。脂物も同じこ

とがいえる。赤身相場がここまで上昇した結果、

海の荒れる北大西洋や南極海付近での操業を抑え、

熱帯域でメバチやキハダを積極的に獲る選択肢も

現実味を帯びてきたためだ。

まき網クロ減少も高評価 生鮮は国産天然クロマ

グロが２１９５本で、前年同月を２８％も上回っ

た。宮城・塩釜を中心としたまき網物は７７３本

（１６％減）まで減少したが、はえ縄・釣り物を

主体とする青森産が前年同月比２・３倍の７７１

本へと急増している。だがキロ当たりセリ値（発

表値の平均）は、まき網物で大型（１００キロ以

上）が３１５２円（５・７％高）を付けた。水温

の低い道東海域の漁獲物に評価が高い。まき網以

外の大型は６０６１円（１６％安）だった。

養殖クロマグロ入荷大幅減 豊洲１１月輸入

生鮮大物メキシコ大規模へい死影響 12月15日みなと新聞）

（次ページ左欄上に続きます）

時事通信社が集計した東京・豊洲市場１１月の生

鮮大物売り場、輸入物の入荷本数は１６０本で、

前年同月（２１１本）から２４・２％減少した。

天然ミナミマグロとメバチは前年を上回ったが、

天然クロマグロは減少した。クロマグロ全体の本

数は７７本（前年同月１５７本）とほぼ半減。天

然物では主力のカナダ産が４３本（同７３本）に

減少した他、前年から入荷が続いているノル

ウェー産延縄物も１６本（同４５本）とまとまら

なかった。ギリシャなど地中海産の入荷は３年連

続で入荷がなかった。オセアニア方面からはオー

ストラリア産が１１本（同１本）あった。養殖物

ではメキシコ産が７本（同３８本）に減少した。

カナダ産の減少は、しけの長期化や円安などの為

替要因に加え、競合する宮城・塩釜産巻網物の順

調な出回りも大きく影響したもよう。ノルウェー

産もしけの影響から上場したのはわずか３日間だ

けだった。セリでは、カナダ産の高値はキロ７７

００円（同５６００円）、平均値は５５６０円

（同４５６９円）に上伸した。需要が高まる連休

明けに入荷したことや、扱いやすい１００キロ弱

の大中型の割合が高かったことが好感され、相場

は上向いた。一方、ノルウェー産は身質評価こそ

悪くなかったが、カナダ産や国内巻網物に押され、

１６本全数が不成立に終わった。 養殖物のメキ

シコ産は全数がセリ値未発表。人気のない３０キ

ロ前後の小型のみだったことで、見送られたもよ

う。大幅に減った要因は、夏に発生した大規模な

へい死で、



2025年12月22日 　　　　　　　　BAISAN通信　　　東京魚市場買参協同組合　　　　　　　　NO.4
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外の大型は６０６１円（１６％安）だった。

（次ページ左欄上に続きます）

「養殖場によっては、日本向けに出荷できる５０

キロ以上のサイズがほぼ全滅した」（卸会社）と

され、最需要期である年末を前に、現地の出荷体

制が大きく揺らぐこととなった。 ミナミマグロ

の天然物は豪州産が５６本（同３２本）あった。

漁場は前年に引き続きタスマニア海域で、盛漁期

の上品に匹敵する良品も含まれ、身色、脂のりと

もに良好だった。セリでは、高値はキロ５０００

円（同３３００円）、平均値は２９４０円（同２

３８８円）と昨年を上回ったが、すでに「顧客の

需要が生鮮ミナミマグロから離れている」（仲卸

業者）時期であることから、セリで複数社が競合

する場面はごく限定的だった。メバチは２７本

（同１４本）に増加。豪州産が１４本（同１４

本）とマーシャル産が１３本（同入荷なし）あっ

た。豪州産はセリの成立が１本のみでキロ２００

０円。マーシャル産もセリ残りが多く、平均値は

１２５０円と安値圏だった。（時事）

ねり１０月支出１％増７５９円

家計調査 12月15日みなと新聞）

総務省が発表した１０月のねり製品１世帯当たり

の家計支出は、前年同月比１％増の７５９円だっ

た。プラスは２カ月連続。揚げかまぼこが８％増

の２３９円と、品目別で最も伸びた。５カ月連続

のプラスで、伸び率は２月の１２％に次いで高

かった。ちくわは１％増の１８３円だった。 一

方、かまぼこは２％減の２００円だった。２カ月

ぶりに前年同月を下回った。「他の魚肉ねり製

品」も２％減の１３７円に減少した。マイナスと

なったのは今年に入って初めて。

【さかなの動き】上乾チリメン 大阪本場

卸値保合い３５００円気温下がり需要減 12月17日みなと新聞）

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

大阪市中央卸売市場本場（大阪本場）における１

２月中旬の上乾チリメンの中心卸値はキロ３５０

０円。品質は１１月から上向いたものの、気温の

低下などによって需要が下がり、中心相場は前月

中旬比保合いで推移した。

シラスの水揚げ産地は愛知と兵庫、大阪が多く、

静岡と徳島、福島、茨城、愛媛などの水揚量が散

発的で少ない。入荷産地は愛知、兵庫など。魚種

はカタクチで、２～３センチサイズ中筋から中小

筋。体色は白色。 同市場の仲卸は在庫をするか

どうか思案しながら買い付ける。スーパーは、年

末商材の品ぞろえに力を入れており、上乾チリメ

ンの売り場は狭くなり、売れ行きは鈍い。一方、

創作チリメンなどの加工業者、ホテル、飲食店な

どの業務筋の引き合いは依然として強い。 今後

の相場は保合いの見通し。卸担当者は「１２月２

５日で今年の漁を終える地域があり、今後の取り

扱い増を見込めない」と話す。「１月からは高知

の水揚げが増えることを期待している」と続けた。

釜揚げシラスの中心相場は前月中旬比１６０～２

６０円安のキロ１４００～１３００円。愛知産が

中心。品質は良いものの、入荷量が増え、値を下

げた。

おせち料理、約７割が「食べた」紀文食品

２０２６年紀文・お正月百科で発表 12月18日水経新聞）

（株）紀文食品はこのほど「２０２６年紀文・お

正月百科」を発表した。恒例の「紀文・お正月全

国調査２０２５」では、今年１月に全国４７都道

府県の２０～６９歳の既婚女性７０１５人を対象

にした調査結果を公表。２５年の正月におせち料

理を食べた人は全体の６６・３％となり、年代が

上がるにつれて喫食率も上がった。 自宅でのお

せち料理の用意率は約５割。「今年初めて用意し

た」や「久しぶりに用意した」と回答した人が最

も多かったのは前年と同様、２０代だった。用意

したおせち料理の１位はカマボコが獲得した。次

いで黒豆、雑煮、カズノコ、伊達巻が続いた。好

きなおせち料理の全国１位は雑煮。栗きんとんや

黒豆、カズノコが続いた。正月に関する意識につ

いては、全体の９割近くが正月を「日本の大切な

伝統行事である」と思っているほか、８割以上が

正月を「家族で過ごせる大切な時間」であると

思っていることも分かった。
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冷凍カラスガレイ 内販さらに上昇

需要期も販売落ち込む 12月18日みなと新聞）

１２月中旬の冷凍カラスガレイの０・５～１キロ

ドレスの内販価格（関西の商社出し値）は、前年

同期比約３割高の１６００～１５５０円と２カ月

前からさらに上昇している。商社筋は「中国に買

い負ける状況が続いている。産地の水揚げが低調

で１９００円の単価が見えてきている」と説明す

る。商社筋によると、各産地の水揚げ状況が悪く、

高値の状態からドル価がさらに上昇しているとい

う。商社筋は「日本勢は最新の単価で買い付けで

きておらず、残りの今期に買い付けできる可能性

は非常に低いだろう」と懸念する。 主な販売先

の量販店は、需要期となる冬場でも価格の上昇か

ら販売数量は落ち込んでいると商社筋。今後につ

いては「中国の買い付け意欲は下がりそうもなく、

単価は上昇を続けるだろう」と見通す。 貿易統

計によると、今年１～１０月の冷凍カラスガレイ

輸入量は前年同期比１８％減の７５５３トン、キ

ロ平均単価は２１％高の１１９４円。１０月は前

年同月比４５％減の７２２トンまで落ち込み、単

価は３５％高の１３９４円と大幅に上昇している。

同月は最多の輸入量を誇るカナダは前年並みの数

量を維持したが、ドイツやアイスランド、ノル

ウェーなど、その他の主要国からの輸入量は前年

同月を大幅に下回った。

台湾大バチ保合い１０００円 インド洋一船買

不足感も年末出番少なく 12月18日みなと新聞）

１２月末の入港は年明け以降に水揚げする見通し

だ。大バチ相場は２０２２年に１１５０円まで高

騰したが、末端の「マグロ離れ」を招き急落。国

内超低温冷蔵庫の庫腹不足による水揚げ遅延も重

なり、２４年８月には７５０円を記録した。極端

な安値は遠洋延縄船の経営に悪影響を及ぼすこと

から、商社は同年１２月に８００円へ値上げを実

施した。２５年は商社の積極的な販促もあり、在

庫過多が解消。大バチの一船買い相場は６月８５

０円、７月９００円、９月９５０円と段階的に上

昇。１０月には現在の価格になった。現在は原料

不足で一船買い相場は上げ基調が続く。卸は「こ

れ以上の値上げは末端消費が鈍る恐れがあり、バ

ランスを見極める必要がある」と指摘する。イン

ド洋台湾船一船買い相場のうち、２５キロ上は８

００円、１５キロ上は７００円、１０キロ上は６

００円。キハダは２５キロ上は８００円、１５キ

ロ上は７００円、１０キロ上は６００円と先月か

ら変わらない。

冷凍メバチ相場の指標となるインド洋台湾船一船

買い相場は１２月中旬現在、１本４０キロ上の大

バチは先月と同じキロ１０００円で推移する。年

内搬入分は「赤身が少ない」と東京・豊洲卸。大

バチ相場は１年間で２００円上がった。現在は１

１月中旬～下旬に入港した運搬船が水揚げし、１

２月中には終わる見通し。赤身商材の不足感は解

消していないが、卸は「脂商材が動く時期。赤身

は必需品だが、年末商戦で足りないかというと微

妙」と話す。


